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題話のちま

　４月22日、交流拠点として改築された「増毛駅舎リ・ボーンセレモニー」が開催されました。セレ

モニーでは、100人によるロングテープカットが行われ、60メートルのテープにはさみが入れられ増

毛駅舎の新たな門出をみんなでお祝いをしました。

　また、同日増毛町青年部協働隊が企画した「駅☆祭」も開催されました。「駅☆祭」では、駅構内に

残された線路をトロッコで走るイベントも行われ、約１年４ヵ月ぶりに鉄路が復活し、町民や鉄道

ファン約500人が集まりました。トロッコは片道約100メートルの線路を往復し、親子連れの家族ら

が復活した鉄路を楽しみました。そのほかにもカレーライスや豚汁などの屋台、射的などのミニ縁日

コーナー、抽選会などの催しが行われ、増毛駅舎は多くの来場者でにぎわいを見せていました。

増毛駅舎が交流拠点施設として再出発

　
４
月
　
日
、
増
毛
幼
稚
園
園
児
と
あ
っ
ぷ
る

２３

保
育
所
入
所
児
全
員
に
北
日
本
水
産
物
株
式
会

社
（
田
谷
克
頼
社
長
）
よ
り
、
同
社
の
味
付
け

数
の
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
み
は
、
北
海
道
水
産
加
工
協
同
組

合
連
合
会
が
５
月
５
日
を
「
か
ず
の
子
の
日
」

と
制
定
し
た
の
を
受
け
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

へ
カ
ズ
ノ
コ
の
知
名
度
向
上
と
消
費
拡
大
を
目

的
に
平
成
　
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２８

　
田
谷
社
長
か
ら
「
カ
ズ
ノ
コ
を
食
べ
て
、
元

気
に
大
き
く
育
っ
て
下
さ
い
」
と
袋
に
鯉
の
ぼ

り
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
数
の
子
が
手
渡
さ
れ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
お
礼
を
言
っ
て
い

ま
し
た
。

５
月
５
日
は
供
か
ず
の
子
の
日
僑

　
増
毛
町
在
住
で
、
塩
見
建
設
株
式
会
社
（
北

竜
町
）
の
代
表
取
締
役
を
務
め
る
越
田
光
行
さ

ん
が
４
月
　
日
、
会
社
の
　
周
年
を
記
念
し
て
、

１８

５０

「
増
毛
町
の
観
光
振
興
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
町
に
現
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
堀
町
長
は
現
在
、
北
竜
町
・
留
萌
市
・
増
毛

町
・
石
狩
市
の
４
市
町
で
札
幌
か
ら
の
観
光
客

周
遊
ル
ー
ト
を
協
議
し
て
い
る
と
語
り
、「
増

毛
町
の
観
光
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
、
有
意

義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

増
毛
町
へ
寄
付
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５
月
　
日
、「
健
康
ま
し
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１３

２
０
１
８
～
春
の
増
毛
で
待
っ
て
い
ま
す
～
」

が
増
毛
駅
を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
１
３
１
名
で
、
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
廃
線

に
な
っ
た
留
萌
倆
増
毛
間
や
果
樹
園
、
ふ
る
さ

と
歴
史
通
り
の
約
９
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
春
の
景

色
や
家
族
・
友
人
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
し
け
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
３
カ
所
の

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
増
毛
産
の
リ
ン

ゴ
や
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
で
喉
を
潤

し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
疲
れ
た
体
を
癒
や
し
て

い
ま
し
た
。

健
康
ま
し
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
１
８

　
５
月
　
日
、
町
主
催
で
桜
植
樹
祭
が
開
催
さ

１５

れ
、
増
毛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
や
町
生
き

が
い
事
業
団
の
団
員
、
役
場
職
員
ら
約
　
名
に

７０

よ
り
忠
魂
碑
と
旧
増
毛
小
学
校
、
増
毛
駅
の
町

内
３
カ
所
で
合
わ
せ
て
１
２
０
本
の
桜
の
木
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ニ
ト
リ
北
海
道
応
援
基
金
か
ら
の
助
成
を
受

け
て
、
八
重
桜
、
ニ
ト
リ
ザ
ク
ラ
（
㈱
ニ
ト
リ

が
発
見
し
た
新
種
の
桜
）
合
わ
せ
て
　
本
の
苗

４０

木
が
用
意
さ
れ
て
の
実
施
。

　
堀
町
長
は
「
増
毛
町
で
の
桜
植
樹
祭
は
初
め

て
の
開
催
に
な
る
が
、
今
後
も
続
け
、
増
毛
の

将
来
に
歴
史
的
な
街
並
み
に
似
合
う
桜
を
残
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

初
め
て
の
桜
植
樹
祭
を
開
催

　４月26日、増毛小学校の児童１～３年生を対象

に交通安全教室が開かれ、増毛駐在所の大塚所長

が講師を務め、主に自転車の乗り方や横断歩道の

渡り方について講話とＤＶＤを見て学習し、その

後実際の交差点を利用して学習した内容を確認し

ました。

　児童らは横断歩道では、「手を上げて渡る」、「自

転車は降りて渡る」ということをしっかりと学び

ました。
　また、同日13時15分からは増毛小学校の児童

１・２年生を対象にした留萌振興局農村振興課主

催の子供交通安全体験学習が開かれ、交通事故の

恐ろしさや事故防止の注意点などを学びました。

　児童らはダミー人形を使ったトラックの左折時

の巻き込み実験やダンプトラックが衝突する実験

を見学し、事故の怖さを体験したほか、運転席に

座ってのトラックの死角を体感しました。

　実験後、道路に飛び出したり、道路や車の近く

で遊ばないことを約束して交通安全体験学習は終

了しました。

増毛小で交通安全について学ぶ
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５
月
　
日
、
第
　
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

１３

３８

生
大
会
北
北
海
道
大
会
留
萌
地
区
予
選
会
が
羽
幌
町

で
行
わ
れ
、
増
毛
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
が
優
勝

を
飾
り
、
全
道
大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
伊
藤
実
羽
さ
ん
（
６
年
）
は
「
予
選

会
で
は
サ
ー
ブ
の
ミ
ス
が
多
か
っ
た
の
で
、
全
道
大

会
ま
で
に
し
っ
か
り
と
練
習
を
し
て
、
全
道
大
会
で

は
強
い
サ
ー
ブ
を
打
ち
、
一
つ
で
も
多
く
の
試
合
を

勝
ち
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

全
道
大
会
は
６
月
　
日
～
　
日
に
帯
広
市
で
開
催
さ

２３

２４

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
は
小
学
３
～
６
年
生
の
８
名
で
活
動
し
て
お
り
、

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
り
ま
せ

ん
か
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
全
道
大
会
へ

　５月10日、クリーン作戦が実施され、町職員を

はじめ町内の自治会や団体、スポーツ少年団など

から約300人が参加しました。

　朱文別川河口付近、舎熊セイコーマート前浜、

舎熊駅前バス停前浜、市街地海岸線などを中心に

行われ、あちこちに散乱しているゴミを拾い集め

ました。

　みるみるうちにゴミ袋の山が出来上がり、約１

時間の作業でおおよそ １．５トンものゴミを回収し、

翌日処分場へ運んで処理しました。

　海岸線を中心に景観は良くなりましたが、毎年

同じようにゴミが散乱する現状です。ゴミの中に

は廃タイヤや家電などの不法投棄なども見受けら

れ、来町者・町民ともにゴミ捨てマナーの向上と

意識の改善を図っていかなければなりません。

　ひとり一人の意識が変われば、行動が変わり、

やがて「ゴミのない、綺麗なまち、増毛町」にな

る日はそう遠くはないはずです。

「ゴミのない、綺麗なまち、増毛町」を目指して

　
５
月
　
日
、
増
毛
小
学
校
６
年
学
級
委
員
３
役

１８

（
吉
田
風
花
委
員
長
、
山
崎
昭
仁
副
委
員
長
、
又

野
明
衣
書
記
）
が
学
校
内
で
集
め
た
「
緑
の
羽
の

募
金
」
を
代
表
し
て
石
垣
副
町
長
へ
手
渡
し
ま
し

た
。
　
吉
田
風
花
委
員
長
は
「
ま
ち
を
花
い
っ
ぱ
い
に

し
て
、
明
る
い
増
毛
町
に
し
て
下
さ
い
」
と
思
い

を
伝
え
ま
し
た
。

　
募
金
を
受
け
取
っ
た
石
垣
副
町
長
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
街
の
中
に
桜
の
木
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
お
花
を
植
え
る
と
き
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
花
で
明
る
い
ま
ち
へ

題話のちま
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金曜日木曜日火曜日

８日７日６／ ５日

10：00－11：30 町立体育館

コアウォーキング（☆）

18：30－19：30 文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

10：30－11：30 保健センター

関節健康トレーニング（☆）

18：30－19：30 文化センター中ホール

リズムエクサ（☆☆☆）

15日14日12日

18：30－19：30 文化センター中ホール

リズムエクサ（☆☆☆）

10：30－11：30 保健センター

関節健康トレーニング（☆）

18：30－19：30 文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

22日21日19日

18：30－19：30 文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

10：30－11：30 保健センター

関節健康トレーニング（☆）

18：30－19：30 文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

29日28日26日

18：30－19：30 文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

10：30－11：30 保健センター

関節健康トレーニング（☆）

18：30－19：30 文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

６日５日７／ ３日

18：30－19：30 文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

10：30－11：30 保健センター

関節健康トレーニング（☆）

18：30－19：30 文化センター中ホール

リズムエクサ（☆☆☆）

13日12日10日

10：00－11：30 町立体育館

コアウォーキング（☆）

18：30－19：30 文化センター中ホール

リズムエクサ（☆☆☆）

10：30－11：30 保健センター

関節健康トレーニング（☆）

18：30－19：30 文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

健康寿命延伸事業 ※地方創生推進交付金事業
　『生涯現役で働き続けられる町を実現する健康寿命延伸人材育成事業』

◇◆◇◆ ６、７月の各教室は下記の日程で行います。参加料は無料です。◇◆◇◆

健 康 づ く り 室教

Ａ：ストレッチヨガ【☆☆】

　大人気のプログラムです。ヨガにストレッチ要

素を取り入れて身体も心もスッキリ！

Ｂ：ゆっくりプログラム【☆☆☆】

　からだ引きしめ体操が効果的にリニューアル！

Ｃ：関節健康トレーニング【☆】

　関節痛予防体操をリニューアル！健康寿命を延

ばしましょう。

Ｄ：しっかりウォーキング【☆】

　いつものウォーキングにひと工夫！季節を感じ

ながら正しいフォームで歩きましょう。

Ｅ：ワークアウト【☆☆☆☆】

　筋力アップを重点的に行うプログラム。

Ｆ：コアウォーキング【☆】

　主に体幹を鍛えるウォーキング。

Ｇ：リズムエクサ【☆☆☆】

　音楽に合わせて体を動かし体力アップ。からだ

引き締めや筋力アップ、有酸素運動の効果あり。

☆は運動強度（☆が多いほど“つらい”と感じる）

◇◆ 健康づくり教室メニュー ◇◆
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▲５月１９日に実施した町防犯協会による住宅診断の様子

　
増
毛
町
で
は
、
平
成
　
年
８
月
　
日
の
死
亡
事
故
以
来
、
交
通
死
亡

２４

１５

事
故
死
ゼ
ロ
が
継
続
し
て
お
り
、
今
年
２
月
５
日
を
も
っ
て
交
通
死
亡

事
故
死
ゼ
ロ
継
続
２
埀０
０
０
日
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

来
年
６
月
　
日
に
は
継
続
２
埀５
０
０
日
を
達
成
す
る
予
定
で
あ
り
、

２０

今
後
も
関
係
機
関
・
各
団
体
と
連
携
の
も
と
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て

交
通
安
全
運
動
を
行
い
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
を
継

続
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
運
動

～
目
指
せ
継
続
２
 埀 ５
 ０
 ０
 日
～

平成２９年度

増毛町防犯協会収支決算書

◇収入の部　 （単位：円）

内　　訳金　額科　目

町補助金１４２，０００町 補 助 金

団体賛助金（９５団体）
１，２３１，７００賛　助　金

自治会賛助金（１，７９３戸）

港祭り防犯対策費等２３３，００３雑　収　入

防犯協会基金１８１，３２８基金繰入金

前年度繰越金４５，５７４繰　越　金

１，８３３，６０５合　　　計

◇支出の部　 （単位：円）

内　　訳金　額科　目

総会、旅費等１０，８００会　議　費

事務用品費、郵便料等１２１，３８７事　務　費

パトロール、活動費等１，４８９，９０８事　業　費

光熱水費、除雪費等４８，０４８
防 犯 セ ン
ター管理費

広告料、各種負担金等１１３，７５６諸 支 出 金

予備費０予 備 費

１，７８３，８９９合　　　計

●差引残高　４９，７０６円（次年度へ繰越）

　上記のとおり収支決算を報告します。

　　　　　増毛町防犯協会　会長　合羽井　達男

平成２９年度

増毛町交通安全協会収支決算書

◇収入の部 （単位：円）

内　　訳金　額科　目
一般会費、自治会賛助金等１，２７９，８５０会　　　費
町補助金２２９，０００町 補 助 金
支部配布資材一部負担金等１５４，００２雑　収　入
交通安全協会基金０基金繰入金
前年度繰越金２１０，６８１繰　越　金
その他の収入０寄 附 金

１，８７３，５３３合　　計

◇支出の部 （単位：円）

内　　訳金　額科　目
総会、役員会等賄料２１４，７３８会　議　費
啓発資材購入等５８９，４９１啓　発　費
看板等設置資材修理等６２，４００施設及び資材代
支部活動費交付金等４７８，５２５助成金及び交付金
会議出席旅費５３，５６０旅　　　費
事務用品費等１３４，２７５事　務　費
留萌地区交通安全協会連合会負担金３，０００負　担　金
周年記念事業積立金０積　立　金
広告料、慶弔費等１２６，９８８雑　　　費

０予 備 費
防犯交通センター改修費寄附金０寄　附　金

１，６６２，９７７合　　計

●差引残高　２１０，５５６円（次年度へ繰越）
　上記のとおり収支決算を報告します。
　　　　　　増毛町交通安全協会　会長　三上　晴夫

◇住宅診断◇
実施日時：５月１９日（土）１３時３０分～
実施場所：市街地区西部（暑寒海岸町、暑寒町、
　　　　　南暑寒町）舎熊地区
調査戸数：計４８７戸　良好：３７７戸
かぎのかけ忘れ
（在宅しているが施錠なし）：８９戸
戸締不完全（不在で施錠なし）：２１戸
　昼間だから、近所だからと油断せずに在宅中
でも施錠する習慣をつけましょう。

安心・安全なま ち を
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増毛町内刑法犯発生状況（平成２９年）

比較Ｈ２８年Ｈ２９年罪　種
０００暴行

凶悪犯 ０００傷害
０００小　計
０００忍び込み

侵　入

窃　盗

△９９０空き巣
０００事務所荒らし
０００出店荒らし

△２２０倉庫荒らし
△１１０その他
△１２１２０小　計
２１３車上狙い

非侵入

窃　盗

△１１０自販機狙い
１０１自動車盗
０００自転車盗
０００タイヤ盗

△３３０万引き
△６８２その他
△７１３６小　計
０００詐欺横領

その他

０００住居侵入
△１１０暴行
△１１０住居侵入
２１３器物損壊

△２２０その他
△２５３小　計
△２１３０９合　計

み ん なで つく ろ う ！犯罪のな い 
　６月に入り本格的な観光シーズンを迎えようと

している増毛町ですが、これから様々な犯罪が起

こりやすい時期にさしかかります。昨年は町内で

も訪問販売を装った空き巣被害が数件発生してお

り、今年度も町内各団体や警察・行政との連携を

図りながら、町民一人ひとりの防犯意識をより高

めていくことが必要です。

　町防犯協会では、５月１１日から２０日までの「春

の全国地域安全運動」に合わせて、パトロール活

動強化の一環として、留萌警察署職員の協力のも

と、自動車診断、住宅診断を行いました。診断結

果は次の通りです。

◇自動車診断◇
実施日時：５月１６日（水）１９時～
実施場所：市街地区中部
　　　　　（栄町、畠中町、南畠中町）
調査台数：計２８２台
ドアの施錠なし：３９台（うち、エンジンキー

がついたままの状態が８台）
　敷地内だからと安心せず、しっかりと施錠し、
車内に荷物を置かないようにしましょう。

　４月２４日～２９日、増毛町文化セン

ターで「トレーダーハウス（株）」か

ら教育委員会へ寄贈された児童用自

転車ヘルメットが希望者へ配付され

ました。

　子どもたちは自分の好きな色やデ

ザインのヘルメットを受け取り笑顔

をみせていました。

小学生に自転車用ヘルメット配付

自
転
車
運
転

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
！

■
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
保
護
者
の
努
力
義
務
で
す

　
道
路
交
通
法
第
　
条
の
　
で
は
、　

歳
未
満
の
幼
児
及
び

６３

１０

１３

児
童
に
対
し
て
、
保
護
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ

う
務
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
幼
児
・
児
童
に
お
け
る
自
転
車
事
故
の
約
６
割
が
頭
部
損
傷

　
保
護
者
と
の
自
転
車
同
乗
中
や
自
ら
自
転
車
を
乗
用
中
に

事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
約
６
割
の
幼
児
・
児
童
が
頭
部
損
傷

の
ケ
ガ
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
は
、
大
人
に
比
べ
て
頭
が
重
く
、
転
倒
し
た
際
に

頭
か
ら
落
ち
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
頭
の
ケ
ガ
は
自
転
車
事

故
の
中
で
も
、
最
も
死
に
至
り
や
す
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
平
成
　
年
４
月
１
日
に
北
海
道
自
転
車
条
例
が
施
行
さ
れ
、

３０

自
転
車
利
用
者
の
責
務
（
第
５
条
）
で
「
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
、
夜
間
の
自
転
車
側
面
へ
の
反
射
器
材
の
装
着

に
努
め
る
。」
こ
と
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　ヘルメットは、少し残っています

ので受領希望者は、教育委員会まで

お問合せください。

　　　̇ 教育委員会 総務学校課
　　　　 ＴＥＬ５３－２４２７

滑
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　
　
　
配
付
時
の
様
子
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　５月１３日（日）、町消防本部（阿部健一消防長）と

町消防団（横内新樹団長）合同の消防総合演習が文

化センター駐車場で開催されました。

　消防団では、毎年５月に大規模な模擬火災訓練や

ポンプ操法等を行い災害発生に備えています。

　しかし、消防団員の不足により災害対応が難しく

なってきています。自分の家族や親しい人を守るた

め、入団希望者をお待ちしております。

消防団員募集
葛
消
防
総
合
演
習
の
様
子

消防団に入団したいという方、話だけでも聞いてみたいという方は、消防本部総務課までご相談下さい。

〈お問い合わせ　増毛町消防本部総務課　５３－２１７５〉

消防総合演習に参加してみて
詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

　昨年１０月に入団し、現場経験が無いため、演習前日まで模擬火災訓練で

「自分は何をしたら良いのだろう」、「他の団員の邪魔をしてしまうのでは

ないか」と考えていました。しかし、実際に訓練が始まると、他の団員の

方から火災出動時の動きや、放水時のコツなどを教えてもらうことができ

ました。

　一年を通して、様々な訓練があるため、今後も他の団員の方に教えても

らいながら増毛町の防災力向上に努めたいです。第１分団　田中団員

　５月１８日、増毛ライオンズクラブ（細川丈伺会長）から

増毛町に対し、救急隊員用感染防止衣３２着が寄贈されまし

た。

　堀町長は「毎年、寄贈していただきありがとうございま

す。昨年度は救急出動件数が２７４件あり、４０～５０着の感染

防止衣を使用し、そのほとんどを寄贈されたものを使用し

ております。これからも町民の安心・安全のために少数精

鋭で救急救命活動に努めていきます」とお礼を述べました。

増毛ライオンズクラブが感染防止衣を寄贈

▲堀町長に感染防止衣を手渡す細川会長
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煙20歳から60歳未満の方

煙国民年金保険料を納めている方（農業者年金加入者除く）

　※60歳以上65歳未満の方や海外に居住されている方で国民年金に任意加入されている方

も加入できます。

①掛金の全額が課税所得から控除され、所得税・住民税ともに軽減されます。老後に受け取

る年金は「公的年金等控除」の対象となります。

②加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりませんので、自分に合わせた年金設計がで

きます。

③保証月に加入した方が保証期間内に亡くなられた場合、遺族の方に一時金が支給されます。

詳しくは北海道国民年金基金（下記フリーダイヤル宛）までお問合せください。

◇北海道国民年金基金からのお知らせ◇

国民年金基金に加入できるのは、いずれの条件も満たしている方です。

オラはカモメのマーシー！　今回は北海道国民年金基金からお知らせが

あるから、オラの年金相談はお休みだよ！

　
増
毛
町
の
山
岳
遭
難
事
故
は
、

６
月
、
７
月
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
　
遭
難
者
は
、
暑
寒
別
岳
登
山

者
の
次
に
、
タ
ケ
ノ
コ
採
り
な

ど
が
多
く
、
過
去
５
年
間
で
　１５

件
の
山
岳
遭
難
事
故
等
が
発
生

し
、
う
ち
３
件
は
タ
ケ
ノ
コ
採

り
に
よ
る
遭
難
で
す
。

　
増
毛
町
で
は
、
捜
索
活
動
に

係
る
費
用
の
一
部
を
遭
難
者
に

負
担
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
山
菜
採
り
な
ど
で
入
山
す
る

場
合
は
、
慣
れ
た
山
で
も
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
十
分
注
意
願
い

ま
す
。
ま
た
、
熊
の
対
策
な
ど

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

［
問
合
せ
先
］

増
毛
町
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協

議
会
（
役
場
商
工
観
光
課
内
）

電
話
５
３
倆
３
３
３
２

（
内
線
２
５
１
）

留
萌
警
察
署

電
話
４
２
倆
０
１
１
０

～
捜
索
費
用
の
一
部
は
自
己
負
担
～

タ
ケ
ノ
コ
採
り
遭
難

１．詳しい行き先と帰宅予定時間
を必ず家族などに知らせる。
２．単独での入山をできるだけや
め、同行者との位置を互いに確
認する。
３．目立つ服装（赤・黄色系）に配
慮し、天候の急変に備え雨具や
保温効果の高い被服を携行する。
４．携帯電話、笛、鈴、ラジオ、
非常食などを携行する。
５．迷ったら自分の位置を冷静に
判断し、落ち着いて行動する。
むやみに歩き回らないで、捜索
隊に発見されやすい場所を探す。
笛、ラジオ、鏡の反射などで捜
索隊への合図をする。

山菜採りの心構え５ヵ条
（北海道警察本部提供）

年金が増えて老後にゆとり！税金がオトクで今にゆとり！

年 金 基 金国 民

【こんなメリットがあります】

お問い合わせ先
北海道国民年金基金　電話 0120－65－4192　　役場保険年金係　電話 53－1113

意
注

！

要



広報ましけ　2018．06 １０

　
増
毛
町
で
は
、
平
成
　
年
度

３１

に
お
い
て
一
般
事
務
職
員
２
名

（
上
級
）を
採
用
す
る
予
定
で
す
。

採
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
日
程
で
行
わ
れ
る
職
員
採
用

資
格
試
験
を
受
験
し
て
く
だ
さ

い
。

■
受
付
期
間

　
平
成
　
年
５
月
　
日（
月
）

３０

２１

　
　
　
　
～
６
月
　
日（
金
）

２２

■
第
１
次
試
験
日

　
平
成
　
年
７
月
　
日（
日
）

３０

２２

■
試
験
地
　
羽
幌
町

■
そ
の
他

　
職
務
内
容
・
受
験
資
格
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
「
平
成
　
年
３１

度
留
萌
管
内
町
村
職
員
採
用
資

格
試
験
案
内
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
増
毛
町
役
場
総

務
課
に
請
求
す
る
か
、
増
毛
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し

て
く
だ
さ
い
。

　
増
毛
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局

や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
　
平
成
　
年
度
の
採
用
試
験
の

３０

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

　
高
卒
見
込
の
者
及
び
高
卒
後

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

■
申
込
受
付
期
間

１
坩
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
　
日（
月
）～
６
月
　
日

１８

２７

（
水
）

　
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

２
坩
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

で
き
な
い
場
合
の
問
合
せ
先

　
人
事
院
北
海
道
事
務
局

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
　
丁
１２

目電
話
０
１
１
倆
２
４
１
倆
１

２
４
８

■
第
１
次
試
験

　
平
成
　
年
９
月
２
日（
日
）

３０

■
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　
平
成
　
年
　
月
４
日（
木
）

３０

１０

■
第
２
次
試
験

平
成
　
年
　
月
　
日（
水
）～

３０

１０

１０

　
月
　
日（
金
）の
う
ち
指
定

１０

１９

す
る
日

■
最
終
合
格
者
発
表
日

　
平
成
　
年
　
月
　
日（
火
）

３０

１１

１３

 
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採

用
担
当
（
電
話
 ０
１
１
倆
２

３
１
倆
５
０
１
１
　
内
線
２

３
１
５
）

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員
　

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
６
埀７
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
４
１
埀８
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
５
０
円

・
日
給
　
６
埀６
０
０
円

食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給

　
９
５
０
円（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
調
理
員
】

■
募
集
人
員
　
　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可

■
勤
務
時
間

・
早
出
６
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１５

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

※
パ
ー
ト
希
望
は
応
相
談

■
賃
金

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
６
埀７
０
０
円
以
上

○
資
格
あ
り
（
調
理
師
）

　
月
額
１
３
９
埀４
０
０
円
以
上

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日
　
６
月
１
日

【
栄
養
士
】

■
募
集
人
員

管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

２０

６５

　《
栄
養
士
免
許
所
持
者
》

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
賃
金

○
管
理
栄
養
士

　
月
額
１
５
６
埀７
０
０
円
以
上

○
栄
養
士

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

※
資
格
・
経
験
年
数
に
応
じ
前

歴
を
換
算
し
増
額

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

報情のし暮ら

試

験

募

集

ｈ
ｔｔ
ｐ
：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｊｉ
ｎ
ｊｉ
－ｓ
ｈｉ

ｋ
ｅ
ｎ
．ｇ
ｏ
．ｊｐ
/ｊｕ
ｋ
ｅ
ｎ
．ｈｔ
ｍ
ｌ

ｈ
ｔｔ
ｐ
：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
．ｍ

ａ
ｓ
ｈｉｋ
ｅ
．ｈ
ｏ
ｋ
ｋ
ａｉｄ
ｏ
．ｊｐ
/

増
毛
町
職
員
（
上
級
）

税
務
職
員

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
調
理
員
・
栄
養
士
・

 
日
給
看
護
師
・
時
給
看
護
師
）

☆
勤
務
年
数
に
応
じ
て
就
労
継

続
手
当
を
月
五
千
円
～
二
万

円
支
給
し
ま
す
。（
一
年
以

上
継
続
勤
務
の
場
合
）
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■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
日
給
看
護
師
】

■
募
集
人
員
　
　
１
名

■
応
募
資
格
　

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

（
週
３
日
勤
務
、
勤
務
日
は
応

相
談
）

■
賃
金

　
正
看
護
師：

日
給
１
２
埀０
０
０
円

　
准
看
護
師：

　
　
　
日
給
　
９
埀６
０
０
円

【
時
給
看
護
師
・
業
務
特
化
】

■
主
な
業
務

　
通
院
付
き
添
い
業
務

■
募
集
人
員
　
　
１
名

■
応
募
資
格
　

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１２

４５

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
賃
金

　
正
看
護
師：

時
給
　
１
埀
２
５
０
円

　
准
看
護
師：

時
給
　
１
埀
１
５
０
円

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
問
合
せ
願
い
ま
す
。

（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

■
募
集
人
員
　
看
護
職
員
２
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）
又
は
増
毛
町
立

明
和
園
（
老
人
福
祉
施
設
）

■
試
験
の
方
法

　
面
接
試
験
及
び
健
康
審
査

　（
健
康
診
断
書
）

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
左
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

（
ア
）増
毛
町
職
員
（
看
護
職
）

採
用
試
験
申
込
書

（
イ
）健
康
診
断
書

（
ウ
）免
許
証
（
写
）

※（
ア
）、（
イ
）は
指
定
様
式
で

す
の
で
増
毛
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
直
接
役

場
総
務
課
へ
請
求
願
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
給
与
　

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
給
与
及

び
諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

勤
務
年
数
に
応
じ
て
奨
励
金

を
支
給
し
ま
す
。（
３
年
間

で
最
大
１
０
０
万
円
）

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
本
人
へ
連
絡
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

■
募
集
人
員
　
　
若
干
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）

■
試
験
の
方
法
　
面
接
試
験

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
左
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

（
ア
）履
歴
書

（
イ
）免
許
証
（
写
）

※
卒
業
見
込
み
の
方
は
不
要

■
受
付
期
間
　

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
賃
金

　
正
看
護
師：時

給
 １
埀５
０
０
円

　
準
看
護
師：時

給
 １
埀
２
０
０
円

■
勤
務
時
間

　
応
相
談
、
調
整
し
ま
す

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
本
人
へ
連
絡
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

　
町
立
市
街
診
療
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
８
１
１
）

■
募
集
人
員
　
　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可
、
調
理
師
免
許
取

得
者
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
５
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１４

００

・
遅
出
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１８

４５

※
勤
務
表
に
よ
る
シ
フ
ト
制

（
月
概
ね
　
日
勤
務
）

２１

■
賃
金

　
月
額
１
３
９
埀８
０
０
円
～

※
資
格
・
経
験
年
数
に
よ
る

■
採
用
期
日

　
採
用
決
定
次
第
、
随
時
採
用

■
申
込
方
法

履
歴
書
（
有
資
格
は
免
許
証

の
写
し
を
添
付
）
を
市
街
診

療
所
に
提
出
願
い
ま
す
（
郵

送
可
）。

申
込
・
問
合
せ
先

　
町
立
市
街
診
療
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
８
１
１
）

■
募
集
人
員
　
　
１
名

■
応
募
資
格

年
齢
　
歳
～
　
歳
で
、
ヘ
ル

１８

５０

パ
ー
又
は
介
護
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
者

■
勤
務
時
間
　

・
日
勤
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

００

・
遅
出
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１８

４５

・
当
直
　
時
　
分
～
８
時
　
分

１７

００

４５

増
毛
町
看
護
職
員

増
毛
町
看
護
職
員

（
パ
ー
ト
職
員
）

臨
時
職
員
（
調
理
員
）

臨
時
職
員（
看
護
補
助
員
）



　（
実
稼
働
７
時
間
　
分
）

３０

※
勤
務
表
に
よ
る
シ
フ
ト
制

（
月
概
ね
　
日
勤
務
）

２１

■
勤
務
内
容

入
院
患
者
の
介
護
及
び
看
護

補
助
、
病
室
内
の
補
清
な
ど

■
賃
金

　
月
額
１
８
７
埀０
０
０
円

■
申
込
方
法
　

履
歴
書
及
び
有
資
格
に
係
る

免
許
証
の
写
し
を
市
街
診
療

所
に
提
出
願
い
ま
す
（
郵
送

可
）。

申
込
・
問
合
せ
先

　
町
立
市
街
診
療
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
８
１
１
）

　「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
」
及
び
「
働
き
方
改
革
」

は
、
育
児
・
介
護
等
時
間
制
約

の
あ
る
職
員
の
み
な
ら
ず
、
全

て
の
職
員
が
健
康
で
生
き
生
き

と
働
き
、
成
長
し
、
そ
の
能
力

を
最
大
限
発
揮
す
る
こ
と
に
よ

り
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠
な
も

の
で
す
。

　
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

早
出
勤
務
の
活
用
に
よ
り
退
庁

時
間
を
早
め
、
一
日
の
時
間
を

有
効
に
使
う
こ
と
で
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

 
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

　
一
部
の
職
員
で
早
出
勤
務
を

導
入
し
、
夕
方
か
ら
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
貢
献
や
、
家
族
や
友
人

と
の
時
間
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
」
及

び
「
働
き
方
改
革
」
の
実
現
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
役
場
の
開
庁
時
間
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
「
午
前
８
時
　
分
４５

か
ら
午
後
５
時
　
分
ま
で
」
と

１５

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
実
施
期
間

　
６
月
１
日（
金
）

　
　
～
９
月
　
日（
金
）ま
で

２８

■
早
出
勤
務
時
間

　
午
前
７
時
　
分
４５

　
　
　
　
～
午
後
４
時
　
分
１５

 
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

　
北
海
道
財
務
局
の
専
門
の
相

談
員
が
「
借
金
の
悩
み
」「
金
融

問
題
」
を
親
身
に
な
っ
て
お
聴

き
し
、
あ
な
た
に
合
っ
た
解
決

方
法
を
提
案
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
予

約
不
要
で
す
。

■
日
時

　
平
成
　
年
６
月
　
日（
金
）

３０

２２

　
午
前
９
時
～
　
時
１２

■
場
所

留
萌
振
興
局
１
階
１
０
２
号

会
議
室

（
住
所：

留
萌
市
住
之
江
町
２

丁
目
１
番
地
２
）

■
受
付

　
０
１
１
倆
８
０
７
倆
５
１
４
４

　
７
月
１
日（
更
正
保
護
の
日
）

か
ら
１
ヵ
月
間
は
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
強
化
月
間
で

す
。
　
地
域
住
民
の
連
携
を
強
め
、

犯
罪
や
非
行
を
抑
制
す
る
力
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

主
な
活
動

☆
街
頭
啓
発
活
動

☆
児
童
生
徒
「
標
語
・
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
」

 
留
萌
地
区
保
護
司
会
（
留
萌

市
・
増
毛
町
・
小
平
町
）（
留

萌
更
正
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）（
電
話
 ４
２
倆
０
０

５
５
）

広報ましけ　2018．06 １２

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　パトカーが信号機の色を見なが

ら話をします。「信号が青に変

わったらどうするかな？」ところ

が、ピコリ！信号機が、ピンクに

変わりました。なんと車は、逆立

ちをしなければいけません。

しんごうきピコリ ザ・キャビンカンパニー 作・絵
久保田　慎　著 

畑田　豊彦 監修

　本書ではコンタクトレンズ、眼鏡

を構成する基本的な原理、最先端技

術が詰め込まれた製品のメカニズム

を解説。コンタクトレンズと眼鏡の

長所と短所にも触れ、実践的な知識

が身につきます。

コンタクトレンズと眼鏡の科学

お
知
ら
せ

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
に
つ
い
て

早
出
勤
務
の
実
施
に

つ
い
て

借
金
・
金
融
一
般
無
料

相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」強
化
月
間

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜
間

診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ

お
問
合
せ
下
さ
い
。

（
宮
園
町
１
丁
目

　
電
話
 ４
２
倆
１
６
６
０
）

藤
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
６
月
　
日
】

１０

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）

報情のし暮ら
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５月末
人口と世帯

（－１２）人4,308人口

（－４）人1,989　男

（－８）人2,319　女

（－５）世帯2,251世帯

（　）は前月との増減

５月１日～５月３１日届出分

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
猿

◆
増
毛
町
へ
（
現
金
）

○
観
光
振
興
に

・
塩
見
建
設
株
式
会
社
（
北
竜
町
）

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
宮
田
ク
ニ
子
さ
ん
（
阿
分
）

５
区
自
治
会
へ

・
柳
本
榮
子
さ
ん
（
湯
の
沢
）

　
区
自
治
会
へ

１７

・
山
口
加
代
子
さ
ん
（
暑
寒
沢
）

　
区
自
治
会
へ

３０

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）

○
社
会
福
祉
に
（
香
典
の
一
部
か
ら
）

・
梅
澤
見
堂
さ
ん
（
妹
背
牛
町
）

・
宮
田
ク
ニ
子
さ
ん
（
阿
分
）

・
山
口
加
代
子
さ
ん
（
暑
寒
沢
）

・
柳
本
榮
子
さ
ん
（
湯
の
沢
）

【
７
月
号
へ
の
掲
載
希
望

６
月
　
日（
月
）
ま
で
】

１８

 ̇問 
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

相続登記はお済みですか？

町
税
の
納
期
に
つ
い
て

町
道
民
税
（
第
1
 期
）

７
 月
２
日
（
 月
 ） 

 ̇問 
 税
務
課
・
税
務
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
４
）

　近時、相続した不動産について相続登記がされていないケースが数多く存在していることが、東日本大震災

からの復興に関連して報道されるなど、相続登記が社会的な関心を集めていることをご存じでしょうか？

　相続登記が放置されているため、所有者の把握が困難となり、まちづくりのための公共事業が進まない

などのいわゆる所有者不明土地問題が顕在化しており、また相続登記の未了は適切な管理がされていない

空き家が増加している大きな要因の一つであるとの指摘もされています。

　未来につなぐ、相続登記をしませんか。詳しくは、法務省ホームページでご確認ください。
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